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療養場所の違いに応じた認知症者のエンドオブライフケア充実に向けての調査研究 

－COVID-19流行の影響も踏まえて－ 
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Ａ．研究目的 

次第に悪化する認知症を有しつつ、人生の最終

段階を生きる患者の言語化し難い苦痛を少しで

も把握し、苦痛の軽減を図るための医療とケアの

あり方を探求し、適切な苦痛緩和にもとづき、本

人の意向を尊重するための意思決定支援のあり

方を探る。 

 

Ｂ．研究方法 

文献研究および当講座の臨床倫理プロジェクト

に関連する現場の医療・ケア従事者とのZoom会議

による意見交換。 

（倫理面への配慮） 

本研究は人を対象とするものはなく、その点に

おける倫理面への配慮は不要。 

 

Ｃ．研究結果 

言語化が困難な段階において本人の意向を尊重

するためには、まず、疼痛など苦痛の原因を可能

な限り除去・緩和することが重要であり、それに

よってはじめて、本人の意向の尊重の可能性が生

まれる。 

 

Ｄ．考察 

身体的な痛みおよび心理社会的な苦痛など、本

人にとっての切実な苦痛をまず除去・緩和するこ

とが肝心である。本人が言語化困難な状態である

からこそ緩和医療・ケアが重要性を増す。 

Ｅ．結論 

 臨床倫理的に適切な意思決定支援のためにも、

本人の苦痛緩和がまず重要であり、バイタルサイ

ンの変化や苦痛表情から苦痛を察知し苦痛緩和に

努めることが求められている。 
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研究要旨 

研究要旨 認知症を有しつつエンドオブライフを生きる人の意向を尊重した意

思決定支援のためには、まず、本人が経験している切実な苦痛を把握し、その

除去・緩和を図ることが基本であり、それによって初めて臨床倫理的に適切な

あり方につながる。 


